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言足

苑

企
業
の
預
算
期
間
に
つ
い
て

山

本

支

失

郎

企
業
の
経
替
に
漆
崎
県
制
度
密
採
用
し
て
、
謂
は
ゆ
る
晴
朗
算
統

制
を
行
は
ん
と
す
る
に
首
う
で
は
、
と
れ
に
関
聯
し
て
種
々
な

る
問
題
が
起
っ
て
来
る
。
晴
朗
算
期
間
決
定
の
問
題
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
蓋
し
議
算
期
聞
を
決
定
す
る
こ
と
友
く
し
て
は
、
如

何
友
る
議
算
も
行
ひ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
強
算

期
間
が
何
等
か
の
標
準
に
よ
っ
て
任
意
に
決
定
せ
ら
れ
、
ま
た

必
要
に
感
じ
て
任
意
に
伸
縮
せ
し
め
ら
れ
得
る
な
ら
ば
、
議
算

期
間
決
定
の
問
題
は
問
題
と
た
ら
な
い
で
る
ら
う
。
然
る
に
議

算
期
聞
は
、

一
方
に
於
て
、
強
算
内
容
の
合
理
性
に
影
響
を
も

ち
、
他
方
に
於
て
そ
の
固
定
性
を
要
求
す
る
か
ら
、
そ
の
決
定

に
営
つ
て
は
充
分
慎
重
に
考
安
せ
ね
ば
左
ら
ね
。

企
業
白
旗
算
期
聞
に
つ
い
て

先
づ
抽
出
算
期
聞
の
重
要
性
は
強
算
内
容
の
合
理
性
に
著
し
き

影
響
を
も
っ
射
に
現
は
れ
る
。
噛
胤
算
統
制
ま
た
は
諌
算
的
経
営

法
に
於
て
、
企
業
が
闘
滑
に
経
営
せ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
議
め

活
動
の
標
準
と
し
て
作
成
せ
ら
れ
る
各
種
殻
算
の
合
理
性
に
依

存
す
る
。
而
し
て
議
算
の
合
理
性
は
、
同
よ
り
時
間
測
能
力
や
資

料
の
遁
否
等
に
左
右
せ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
こ
れ
ら
の
要
素
は

偶
然
的
特
殊
的
?
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
が
興
へ
ら
れ
た
も
の
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
強
算
期
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
ま
し
く
影
響
ぜ

ら
れ
る
φ

と

mw
恥
H
U

つ
号
制
め
て
一
般
酌
K
い
(
ば
、
珠
算
期

聞
が
短
か
す
ぎ
、
或
は
長
す
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
に
感
じ
て
琢
算
に

不
合
理
性
の
侵
入
す
る
徐
地
は
大
と
た
り
、
従
っ
て
そ
の
議
算

は
不
合
理
た
も
の
と
た
ら
ざ
る
を
得
た
い
道
連
で
あ
る
。
合
理

性
の
動
か
ら
す
れ
ば
、
議
集
に
最
も
趨
し
た
期
聞
が
存
在
す
ぺ

き
筈
で
あ
る
。
か
ミ
る
期
聞
を
決
定
す
る
僚
件
を
見
出
ず
こ
と

が
珠
算
期
聞
に
開
す
る
中
心
問
題
で
あ
る
。

+
叫
に
こ
の
意
味
で
の
強
算
期
聞
は
同
定
性
を
要
求
す
る
。
喚

言
す
れ
ば
珠
算
期
間
は
一
度
決
定
さ
れ
る
と
椛
り
に
改
獲
を
許

さ
な
い
。
何
と
友
れ
ば
、
過
去
の
珠
算
成
果
は
次
に
作
成
す
ぺ

第
三
十
七
巻
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四
披
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企
業
の
猿
算
期
間
に
つ
い
て

き
議
算
の
基
礎
と
し
て
役
立
た
ね
ば
友
ら
な
い
が
、
預
算
期
間

が
改
援
せ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
最
早
や
珠
算
の
基
礎
た
る
資
格

を
央
ふ
比
五
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
橡
算
期
聞
を
改
獲
し
つ

L
向
ほ
過
去
の
抽
出
算
成
果
を
利
用
せ
ん
と
す
れ
ば
、
分
析
、
綜

ム
口
等
煩
雑
左
手
崎
そ
必
要
と
す
る
。
そ
れ
放
に
た
づ
定
分
研
究

し
て
合
理
的
役
橡
算
期
間
を
決
定
す
ぺ
き

εあ
る
。

夏
め
て
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、

こ
t
A

に
い
ふ
譲
算
期
間
ば
綜
ム
ロ

換
算
(
の

g
P
E
E
L同
主

の
期
間
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
個

別
強
算
(
巴
尽
き
戸
牛
肉
主
、

部
分
一
珠
算
一
、
『

E-EK2)、
部
門

晴
朗
算

(
U
4
2
0
5
8
F
E鳴
門
)
と
い
は
れ
る
も
の
L
凡
で
に
共

通
念
標
準
と
し
て
の
致
算
期
聞
を
意
味
す
る
。
か
L
る
議
算
期

間
決
定
の
必
要
は
、
暗
闇
算
制
度
の
性
質
か
ら
明
か
で
あ
る
。
合

理
的
経
管
の
手
段
と
し
て
の
強
算
制
度
は
、
経
阻
百
各
部
の
活
動

に
一
定
の
標
準
を
興
へ
、
と
れ
を
調
和
せ
し
め
、
協
働
せ
し
め

以
て
各
種
の
調
立
活
動
を
一
の
活
動
憶
系
に
統
一
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
司
若
し
各
部
門
換
算
の
期
間
が
夫
々
異
怒
る
な

ら
ば
「
例
へ
ば
、
販
寅
議
算
の
胡
聞
は
六
ク
月
、
生
産
珠
算
の
期

間
は
一
ナ
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
部
門
珠
算
は
比
較
し

第
三
十
七
巻

得
友
い
と
と
も
為
た
り
・
』
各
部
門
活
動
の
調
和
と
協
働
と
は
困
難

五
八
四

第
四
時
抗

ー
ム

ノ、

と
な
ら
古
る
を
得
な
い
が
た
め
で
あ
る
。

か
く
て
五
同
点
の
問
題
は
、
各
部
門
議
算
に
共
通
念
標
準
と
し

て
の
珠
算
期
間
、
し
か
も
他
の
事
情
に
し
て
等
し
け
れ
ば
、
暗
胤

算
内
務
の
合
理
性
を
畏
も
上
く
保
緩
ず
る
所
の
珠
算
期
間
ば
、

一
般
に
如
何
左
る
僚
件
に
よ
っ
で
如
何
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
で

あ
れ
か
一
ヤ
め
り
て
、
別
原
に
却
に
ι
抑
制
に
し
て
決
定
芯
れ
て
ゐ
』
O

か
で
は
た
い
。
而
し
て
本
文
の
要
旨
は
、

?
?
キ
シ
ゼ
イ
一
波

に
あ
る
。

の
、
い
は
ピ
多
一
冗
設
に
劃
し
て
一
一
冗
設
を
主
張
せ
ん
と
す
る
所

ーー

企
業
抽
出
算
制
度
の
研
究
の
先
費
者
と
い
は
れ
て
ゐ
る
?
ヅ
キ

ン
ゼ
イ
は
、
暗
闇
算
期
間
の
決
定
忙
闘
し
て
次
の
如
〈
設
い
て
ゐ

る
。
『
設
算
期
間
の
長
さ
は
多
く
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
最
も
重
要
左
も
の
は
、
一
商
品
回

特
期
間
の
長
さ
二
生
産
期
間
の
長
さ
三
金
融
の
方
法
四
布
揚
の

欣
況
五
過
去
の
活
動
に
闘
す
る
資
料
の
適
合
性
及
び
完
全
性
の

程
度
伏
曾
計
年
度
の
長
さ
』
で
あ
る
と
す
る
。
乙
の
?
ツ
キ
シ

McKirsey， Budgetary Control， P._29・
McKinsey，のわ.cit.， p. 29倫ほ Palme1"との共著に於ては、 I目季節的要素、
2.生産期聞の長さ、 3.金融の方法、 4 設備に|調?る要素、 5.長期に亘る
計重白必要白有無、 日舎言十年度目長さの宍項を事げてゐる(.)lVT:J.nagement'b 
I-landbook， p. 1271. 
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守
イ
の
多
元
設
は
今
日
倫
ほ
多
〈
の
人
々
に
よ
っ
て
殆
ん
い
と
そ

の
ま

L
に
採
用
さ
れ

τゐ
る
所
で
あ
か
。
然
し
、
果
し
て
認
容

じ
得
る
で
あ
ら
う
か
?

〈
所
を
悶
か
う
。

こ
れ
ら
の
黙
に
つ
き
、
先
づ
彼
の
設

商
品
田
樽
期
間
の
長
さ
o
『
企
業
が
長
い
回
糠
期
間
を
も
ち
、

版
賓
の
項
勤
が
こ
の
期
聞
の
終
り
に
来
る
な
ら
ば
、
換
算
期
間
は
同
鱒

期
阿
と
等
し
き
長
き
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
販
資

と
仕
入
ま
た
は
生
産
と
D
閣
に
相
関
々
}
怖
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

長
い
回
相
時
期
聞
を
も
っ
企
業
に
於
て
は
、
通
常
、
濠
算
期
閣
を

を

U

C

皇
軍
yJ"と
よ
7
t

ト

3

f

z

t

、
3

ι
!
4
F
‘

4
1
1
V
}
コ
〈

-
J
4
〉
』
語
官
ヨ
寸

d
l

-
J
E
4
?
I
 

M

究

y
e
K
掛
物
語

貨の
rr 虫日
し曹

易短
"、1)'"、
己回
車事
期
間
を
も
てコ
企
業
申立

短

"、
譲
隼
期
間
を• もτJ 
方
zH 

生
産
期
間
の
長
さ
。
『
長
い
生
産
期
間
を
要
ナ
る
商
品
の
症

産
に
従
事
す
る
企
業
に
於
て
は
、
・
タ
〈
と
も
生
産
期
間
に
等
し
い
長
き

の
漁
算
期
間
を
も
ヲ
必
要
が
あ
る
。
註
文
に
よ
っ
て
版
費
に
慮
ず
る
だ

け
の
手
持
品
を
も
ワ
‘
に
至
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
註
交
を
可
能
と
す
る

に
足
る
だ
け
以
前
に
、
販
賀
高
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
版
賀
さ
れ
る
よ

り
も
生
産
期
間
に
等
じ
い
長
さ
だ
け
以
前
に
註
文
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
・
・
:
・
例
へ
ば
、
六
ヶ
月
四
生
産
期
間
を
も
ヲ

企
業
の
換
算
期
間
に
?
い
て

或
る
曾
祉
が
一
九
二
二
年
四
最
後
の
一
一
一
年
月
間
に
そ
の
阪
費
高
が
五

O

%
増
加
す
る
と
見
積
る
と
し
ゃ
う
。
そ
し
で
、
と
の
販
責
に
臆
f
る
た

め
の
手
持
品
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
ナ
れ
ぽ
、

の

増
加
凡
積
は
牛
産
苦E
門
K 
報
£包.. 
キ、-
:tc 
:/J. 

ぽ
な

b 
な四
い町月
。一
匹コ

日
ま
で
に

金
融
の
方
法
。
『
時
と
ナ
る
と
、

一
年
の
中
で
也
、
早
〈
必

要
な
資
金
を
調
達
ナ
る
と
と
の
闘
難
な
際
に
最
も
多
〈
の
企
業
資
金
を

獲
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
な
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
資
金
が
逼
迫

ず
る
以
前
に
金
融
上
白
手
配
を
す
る
と
曹
と
が
望
宜
し
い
。

か
ふ
る
場
合

に
は
、
数
ヶ
月
前
に
必
要
な
資
金
額
を
決
定
L
得
る
平
う
に
旗
第
期
間

5
F
E一ζ
h

，，、
L
y
r
e
、〉
8

0

コ

3
苅
J7-
担
〈
3
?
と
必
哩
泊
;
ー
ミ

L

四

市
場
の
欣
況
。
『
市
場
の
朕
態
が
不
安
定
で
境
勤
し
易
い
と

き
に
は
、
計
査
の
修
正
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
珠
算
期
間
を
出

来
る
だ
け
短
か
〈
ナ
る
こ
と
が
翠
主
し
い
。
.

-
・
販
貰
見
積
が
正
し

〈
な
け
れ
ば
、

こ
の
と
と
は
他
の
凡
て
の
見
積
り
に
影
響
を
も
っ
。
蓋

し
、
大
部
分
D
見
積
は
、
-
少
く
と
も
部
分
的
に
は
版
費
見
積
に
基
い
て

ゐ
る
か
ら
。

艶
給
方
法
も
、
換
算
期
間
の
長
さ
に
影
響
す
る
。

例
へ
ば
、
大
通
信
販
責
庖
が
六
ヶ
月
毎
に
型
銀
を
賛
行
し
、
そ
の
型
銭

に
附
せ
る
債
格
を
六
ヶ
月
間
有
効
と
ナ
る
と
し
宇
う
。

-
:
そ
う
ナ

れ
ば
、

こ
の
窃
底
に
と
ヲ
て
は
、
譲
算
期
間
を
六
ヶ
月
に
す
る
必
要
が

第
三
十
七
巻

五
八
五

第
四
披
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企
業
の
強
算
期
聞
に
づ
い
て

そ
の
販
費
目
見
積
及
び
仕
入
見
積
は
こ
D

六
ヶ
月

聞
に
つ
い
て
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か

h
o』

あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

五

過
去
の
活
動
に
闘
す
る
資
料
の
遁
合
性
及
び
完
全
性
の

程
度
。
『
新
設
の
企
業
'
に
於
て
は
、
主
事
~
古
い
企
業
に
於
て
も
遁
世
田
な

記
録
が
保
存
さ
れ
て
居
ら
な
け
れ
ば
、
過
去
白
業
績
に
閲
す
る
遁
常
な

統
計
を
得
る
と
と
は
出
来
な
い
。
珠
算
は
常
に
過
告
の
業
績
に
照
し
て

な
さ
る
寸
寺
で
あ
る
か
ら

こ
の
場
合
戸
九
司
法
、
凋
府
内
の
活
蹴
を
抽
崎
惜
押
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
か
ふ
る
場
合
に
は
、
議
算
期
間
を
出
来
る
だ

-

け
短
か
〈
し
て
、
換
算
編
成
に
役
立
つ
諸
統
計
が
得
、
b
れ
る
と
き
、
新

換
算
を
作
り
得
る
で
つ
に
す
る
方
が
よ
い
。
』

嗣晶.，、

曾
計
年
度
の
長
さ
。
『
換
算
が
作
成
さ
れ
る
主
、
そ
の
猿
算

の
正
確
さ
を
照
合
す
る
手
段
が
設
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
遁

営
、
猿
算
と
貸
績
と
の
比
較
を
一
尽
す
報
告
書
に
て
な
さ
れ
る
。
資
額
は

大
部
分
舎
計
記
録
-
h
b
得
ら
札
る
。
と
れ
ら
の
記
録
か
ら
得
ら
れ
る
報

告
は
遜
常
舎
計
年
度
の
終
り
に
於
て
の
み
得
ら
れ
る
。
従
う
て
、
換
算

期
聞
は
曾
計
年
度
主
同
じ
日
に
終
る
で
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
算

期
聞
が
一
曾
計
年
度
白
初
日
に
始
ま
り
、
同
舎
計
年
度
重
た
は
他
白
舎

計
年
度
の
末
日
に
終
る
限

P
、
換
算
期
聞
は
二
或
は
そ
れ
以
上
白
曾
計

年
度
を
包
含
し
得
h
o』

、
砂
義
経
骨
ミ
L
?

第
三
十
七
巻

五
八
大

富
市
四
就

i¥. 

既
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
、
議
算
期
間
段
一
定
の
期
間
で
さ
八
あ

れ
ば
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
な
く
、
賓
際
上
の
要
求
を

満
す
も
の
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
却
ち
、
換
算
期
間
は

各
締
門
袖
胤
算
に
共
通
危
標
準
と
し
亡
の
期
間

E
あ
り
、
ま
た
そ

の
期
間
に
つ
き
換
算
す
る
こ
と
が
、
各
議
算
内
容
の
正
確
さ
を

最
も
よ
〈
保
悲
し
料
る
則
聞
で
あ
ら
む
ば
た
ら
た
か
勺
犬
。
然

t
ノ
ば
、
上
に
紹
介
せ
る
?
ツ
キ
ン
ゼ
イ
の
六
要
素
は
と
の
や
う

な
抽
出
算
期
聞
を
決
定
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?

吾
々
は
否

と
答
へ
ざ
る
を
得
友
い
。
彼
に
於
て
は
輸
措
算
期
間
の
問
題
の
意

義
が
充
分
理
解
さ
れ
や
、
従
っ
て
珠
算
期
間
を
決
定
ナ
ベ
き
保

件
が
珠
算
期
間
の
要
求
か
ら
導
き
出
さ
れ
や
、
多
か
れ
少
忽
か

れ
偶
然
的
た
事
項
を
任
意
に
無
秩
序
に
拾
ひ
上
げ
て
ゐ
る
に
す

ぎ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
彼
の
主
張
す
る
六
要
素
の
各
h
.
に

っ
き
批
評
し
ゃ
う
。

一
見
す
れ
ば
、
商
品
回
縛
期
聞
に
従
っ
て
強
算
期
間
を

決
定
す
る
と
と
は
合
理
的
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、

さ
う
で
左
い

と
と
は
、
そ
の
性
質
を
顧
み
る
乙
と
に
よ
っ
て
明
か
と
な
る
。

McKinsey， iLid. p. 33・
McKinsey， ibid. p・34
McKinsey， ibid. p・34
、ノ、
J
、B
J

陶〆
n
5
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商
品
回
帥
時
期
聞
は
、
商
品
回
持
容
に
て
一
年
を
割
っ
て
求
め
ら

れ
、
そ
れ
は
一
企
業
に
於
け
る
一
定
の
卒
均
手
持
高
が
全
部
寅

り
議
さ
れ
る
に
要
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
平
均
期
間
で
あ
る
。
印

ゆ
り
、
商
品
回
線
期
聞
は
過
去
の
期
間
で
、
勝
来
の
期
間
で
は
な

ぃ
。
ま
た
一
年
間
の
平
均
期
間
で
、
現
賓
の
期
間
で
は
な
い
。

夏
に
、
全
商
品
の
卒
均
期
間
で
、
各
種
商
品
の
そ
れ
で
は
友
い
。

夏
に
そ
れ
は
年
々
の
販
費
高
及
び
時
々
の
手
持
高
の
培
減
に
つ

れ
て
、
年
A
回
持
政
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種

の
企
業
に
よ
っ
て
四
時
期
間
d
f
l
差
漠
別
口
、

数
年
に
一
日
一
る
も

の
か
ら
、
数
日
乃
至
十
数
日
の
も
の
も
あ
る
。
か

i
q性
質
の

回
時
期
聞
を
標
準
と
し
て
議
算
を
立
て
る
と
と
は
、
時
間
と
労

費
の
浪
費
以
外
の
何
物
で
あ
ら
う
か
?

論
者
或
は
い
ふ
か
も
知
れ
友
い
。

?
ツ
キ
ン
ゼ
イ
の
回
持
期

聞
は
遁
去
の
も
の
で
は
た
く
、
そ
れ
に
基
け
る
諜
想
図
特
期
間

と
、
然
し
、
議
怨
闘
輔
閉
聞
は
既
に
来
る
べ
き
一
ヶ

年
の
販
責
高
藤
想
と
卒
均
手
持
商
議
想
と
を
前
提
し
、
或
は
平

で
あ
る
。

均
手
持
高
が
興
へ
ら
れ
h

ば
、
そ
の
販
買
に
要
す
る
平
均
期
間

の
議
想
を
前
提
す
る
。
即
ち
、
何
れ
に
し
て
も
販
寅
珠
算
の
期

企
業
巴
換
算
期
聞
に
ヲ
い
て

聞
を
前
提
す
る
。
而
し
て
、
後
の
場
合
に
は
、
販
賓
珠
算
の
期

聞
と
四
時
期
間
と
は
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
雨
者
は
必
守
し
も

一
致
す
ぺ
き
も
の
で
は
左
い
。
か
〈
考
へ
れ
ば
、
抽
出
算
期
は
同

特
則
聞
に
よ
っ
て
ピ
は
た
く
、

S
T
ろ
販
賓
布
陣
算
の
期
聞
に
よ
っ

て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一一
に
つ
い
て
は
次
の
如
〈
い
ひ
得
る
。
企
業
の
生
産
力
が

市
場
力
に
比
し
て
小
さ
く
、
生
産
物
が
凡
て
販
賀
さ
れ
得
る
揚

一
'
治
?
と
し
て
強
箆
期
間
を
決
定
し
得
る
。
然
し
、
今
日
の
如
中
日
「
操

短
の
時
代
に
於
て
は
、
事
情
は
正
に
逆
で
、
販
責
活
動
が
中
心

で
る
り
、
従
っ
て
販
賓
強
算
の
期
聞
が
決
定
的
で
左
け
れ
ば
な

ら
友
い
。

合
に
は
、
生
産
活
動
が
重
要
で
あ
り
d

、
従
っ
て
生
産
期
間
を
標

一
定
期
間
中
の
版
費
高
を
議
想
す
る
と
1

ど
な
し
に
生

産
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
@
従
っ
て
、
若
し
生
産
期
間
が

六
ク
月
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
六
ク
月
後
の
販
責
高
が

議
恕
さ
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
た
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
生
産

期
聞
に
従
っ
て
議
算
期
聞
を
決
定
ナ
べ
し
と
す
る
主
張
は
成
立

し
得
友
い
。
販
費
高
さ
へ
抽
出
測
出
来
る
た
ら
ば
、
俄
令
生
産
期

聞
が
六
ナ
月
と
す
る
も
、
販
賀
抽
胤
算
に
従
っ
て
生
産
高
は
或
る

第
三
十
七
巻

五
凡
七

第
凶
披

ゴL

これについては、拙稿、商品回樽率、経瞥と経済、第2巻第2競歩照
己:tt-こそ吾々の主張せんとナる所であ7 て、後に詳説する槙Pである。
M論、生産濠算のかにづいて見れば、今日に於ても倫ほ、その期間は生産
期閣に主つで決定される外はないであ，.九併し、吾々の換算期間は部門
猿算D それではない。

10) 

12) 



企
業
白
旗
算
期
聞
に
つ
い
て

程
度
ま
で
任
意
に
披
張
も
縮
少
も
な
し
得
る
か
ら
、
珠
算
期
間

は
生
産
期
間
以
上
で
も
亦
以
下
で
も
よ
い
誇
で
あ
る
。
換
A

一日す

れ
は
、

一
定
期
聞
に
於
け
る
販
買
高
が
橡
測
さ
れ
k

ば
、
生
産

期
間
と
は
無
関
係
に
、
版
-EH
橡
算
を
中
心
と
し
て
凡
ゆ
る
議
算

が
成
立
し
得
る
の
吃
あ
る
。

と
h

h

p

に
も
十
件
橡
算
期
間
中
市
一
決
定
す

る
も
の
は
生
床
期
間
で
た
く
・
h
m
J

ろ
版
責
抽
出
箆
の
期
間
で
あ
る

と
と
を
知
之
。

に
つ
い
て
は
最
早
論
や
る
必
要
は
な
い
。
金
融
の
+
刀
法

た
る
も
の
は
、
預
算
期
聞
が
決
定
さ
れ
て
、
金
融
抽
出
算
の
編
成

が
問
題
と
な
る
際
に
考
慮
さ
る
べ
き
も
の
に
す
ぎ
た
い
。

四

市
場
の
欣
況
も
亦
抽
出
算
期
聞
を
決
定
し
得
る
要
素
で
友

い
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
『
市
場
の
欣
況
が
不
安
定
で
費
動
し

易
い
と
き
に
は

j
i
-
-
-
務
算
期
聞
を
出
来
る
だ
け
短
か
く
す
る

と
と
が
望
ま
し
い
』
と
い
ふ
一
一
昌
が
正
し
い
と
し
て
も
、
議
算
期

聞
を
伸
縮
す
る
と
と
ほ
、
上
漣
の
珠
算
期
間
の
同
定
性
に
反
ナ

る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
友
く
、

一
関
何
を
標
準
と
し
て
、
『
出
来

る
だ
け
短
く
』
せ
よ
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
?
市
場
の
扶
況
は
橡

算
期
聞
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
そ
れ
が
決
定
せ
ら
れ
、

第
一
二
十
古
巻

第
四
時
抗

一
凶

O

五
八
八

珠
算
の
編
成
が
問
題
と
友
る
際
に
考
慮
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
に
外

た
ら
た
い
。
ま
た
配
給
方
法
も
問
題
と
な
ら
だ
い
。
寧
ろ
同
じ

項
目
に
つ
き
漣
べ
て
ゐ
る
突
の
一
一
日
か
ら
意
味
深
き
婿
一
不
を
受
け

、
、
、
、
、
、
、
、

得
る
o
『
と
の
企
業
に
と
っ
て
は
換
算
期
間
は
六
ヶ
月
で
あ
る
必

、
、
、
、
、
、
、
、

裂
が
あ
る
。
仰
と
カ
れ
ば
h

司
て
の
駅
萱
珠
算
及
び
仕
入
珠
算
の

':)'1、
:ifl、
b;:、
7Eq、
ツ、

}一]、

な
け
:11 
I'X 
，FE 
c) 
tr. 
'.'、
:b ~， 
い〉。

五

資
料
の
不
備
は
、
換
算
期
聞
に
閉
ず
る
よ
り
は
、
率
ら

設
算
制
度
の
採
用
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
問
題
で
る
る
o

資
料

の
不
完
全
は
換
算
の
確
否
に
開
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
議
算
期

聞
の
長
短
に
閲
す
る
も
の
で
は
友
い
。

曾
計
年
度
の
長
さ
は
珠
算
期
間
の
長
さ
と
無
関
係
で
は

あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
橡
算
と
曾
計
と
の
開
係
か
ら
見
て
蛍
然

六
で
あ
る
。
併
し
訟
が
ら
、
舎
計
年
度
の
長
さ
を
標
準
'
と
し
て
譲

算
期
間
を
決
定
す
べ
し
と
い
ふ
こ
と
に
は
た
ら
な
い
。
然
る
に

長
谷
川
毅
授
は
、
『
殻
算
期
間
は
出
来
得
る
限
り
曾
計
期
間
と
一

致
さ
枠
内
る
こ
と
が
よ
い
認
で
あ
舎
と
い
ふ
。
『
統
制
的
舎
計
事

の
建
設
』
を
主
張
さ
れ
る
教
授
が
何
故
か
L
る
結
論
に
到
達
さ

れ
た
か
了
解
し
得
た
い
所
で
あ
る
。
寧
ろ
、
逆
に
舎
計
期
聞
こ

長谷川安兵衛、預算統制の研究、六二頁
同氏、統制的曾計撃と殻算統制、事年経統制の研究、四六日H頁

13) 
14) 



ひそ
手写 f象
な算
い期
で間
あに
ら遁
う合
かIG)す
ヅる

ゃ
う
己t
良
さ
;.J'1 
iユ
ば
た
ら

な
1:、

と
し、

蓋
し
、
舎
計
期
間
の
決
定
と
抽
出
算

期
間
の
決
定
と
は
、
異
友
る
要
求
か
ら
行
は
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
本
来
曾
討
は
経
替
に
、
従
っ
て
ま
た
珠
算
制
度
に
従
属
す

べ
き
で
あ
る
か
ら
。

以
上
五
同
点
は
7

ツ
キ
ン
ゼ
イ
及
び
彼
の
追
随
者
の
六
項
目
を

柏
々
詳
し
く
考
察
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

は
個
別
換
算
の
編
成
に
於
て
は
考
慮
さ
る
ぺ
寺
、
も
、
五
口
，
n
の
問

そ
れ
ら
の
項
目

胞
と
寸
る
溜
算
期
間
阻
を
決
定
ナ
る
畑
山
準
と
た
一
り
得
た
い
に
と
が

明
か
と
な
っ
た
。
従
っ
て
ま
た
と
れ
ら
を
如
何
に
綜
合
し
た
と

て、

そ
れ
に
よ
っ
て
抽
出
算
期
聞
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
事
寅
上
と
れ
を
綜
合
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ツ
キ
ン
ゼ
イ
は
、
『
通
常
務
算
期
聞
の
長
さ
は
、

月
、
一
年
で
あ
る
」
と
い
ふ
が
、
相
互
に
異
友
る
期
間
を
結
論

す
る
彼
の
六
項
目
か
ら
如
何
に
し
て
か
L
る
期
間
が
説
明
さ
れ

ニ
タ
月
、
六
ナ

る
で
あ
ら
う
か
?

と
L
で
五
口
止
は
7

ツ
キ
シ
ゼ
イ
を
離
れ
ね

ば
た
ら
友
い
。四企

業
の
換
算
期
間
に
ヨ
い
て

". 

主
口
々
の
見
解
を
漣
ぺ
る
前
に
、
今
日
寅
際
に
如
何
友
る
旗
第

期
間
が
、
行
は
れ
て
ゐ
る
か
を
知
ら
ね
ば
友
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、

一
九
二
一

O
年
に
行
は
れ
た

Z
包
目
。
白
色
同
ロ
己
ロ
凹
円
『
一
色

(
U
C
D
E町
円
。
ロ
円
。
回

S
E
の
調
査
に
依
る
外
は
一
及
川
。
次
に
と
の
調

査
の
結
果
を
紹
介
す
る
ぷ

:l 
t製 1
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珠

算

白

極

摂

生

産

主是

右
の
表
に
て
明
か
た
る
如
く
、
各
種
の
個
別
強
算
に
於
で
、

第
三
十
七
巻

五
八
九

第
四
波

R哩

Control in Manufacturing National lndustrial Conference Board， Bl.ldgetary 
Inclustry， p-57 
McKinsey， op目， cit.， P・34・
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ある。
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企
業
の
穣
算
期
間
に
づ
い
て

そ
の
換
算
期
間
を
十
二
ヶ
月
と
す
る
も
の
が
鹿
倒
的
多
数
を
一
一
小

し
、
六
ナ
丹
、
一
ニ
ク
月
と
す
る
も
の
は
極
め
て
少
た
〈
、
四
ク

月
、
ニ
ヲ
月
、

一
ナ
月
に
至
つ
て
は
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い

ほ
ど
僅
少
で
あ
る
。
抽
出
算
期
間
に
つ
き
明
答
を
し
な
か
っ
た
も

の
も
相
川
品
に
多
い
が
、

こ
れ
ら
も
恐
ら
〈
と
の
表
に
掲
げ
た
期

間
の
何
れ
か
に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
.
個
別
珠
算
の
期

同
ペ
ソ
-
ノ
-
-
ト
j
h

、

f
l一
-
子
【
一

|
《
|
即
↓

ト
ュ
L
J
1
J
K
3
ぽ
も
J

ん

;
¥
L
、r
1
4
1

t

E

3

4

r

{

勺

/
J
;
'ノ

i
-
h
 

i
l
l
 

二

JJ
町

1
J
J
ι

と
れ
に
失
ぐ
と
い
ひ
得
る
。
併
し
た
が
ら
、
初
め
に
述
べ
た
如

く
、
吾
々
の
強
算
期
間
は
個
別
珠
算
の
期
間
で
は
左
く
、
凡
で

の
個
別
珠
算
に
共
通
友
標
準
と
し
て
の
綜
合
議
算
の
期
間
で
あ

る
。
個
別
競
算
の
期
聞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
左
標
準
に
上
つ

て
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

と
れ
を
以
て
直
ち
に

綜
合
珠
算
の
期
間
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
然
ら
ば
、

綜
合
議
算
の
期
聞
は
ど
う
友
っ
て
ゐ
る
か
?

と
の

強
算
制
度
の
先
進
固
た
る
ア
メ
リ
点
に
於
て
も
、
謂
は
ゆ
る

完
全
な
る
稜
算
制
度
を
貸
施
し
て
ゐ
る
も
の
は
極
め
て
僅
少
に

し
て
、
と
の
調
査
に
於
て
回
答
せ
る
一
六
二
枇
中
僅
か
三
七
祉

に
す
ぎ
十
、
他
の
多
く
は
軍
に
個
別
時
期
算
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
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而
し
て
、
上
掲
の
表
に
於
て
、
貸
借
封
照
表
橡
算
を
行
へ
る
も

の
が
、
謂
は
ゆ
る
完
全
な
る
譲
賃
制
度
を
採
用
せ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
僅
か
友
が
ら
、

と
れ
に
つ
い
て
如
何
去
る
綜
合
議
算

期
間
が
賓
施
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ら
う
。
上
掲
の
表
に
よ
れ
ば
、
十
二
ナ
月
が
八
一
%
、
六
ク
月

が
五
%
、

ご
う
月
が
約
三
%
と
た
っ
て
ゐ
る
。

以
ト
L

わ

K
J〈
[
亡
、

個
別
強
鋒
に
於
で
も
亦
綜
合
時
間
算
K
於

て
も
、
十
二
ナ
月
を
期
間
と
す
る
も
の
が
座
倒
的
で
あ
り
、
六

ク
月
、
一
二
寸
月
が
と
れ
K
つ
ぐ
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ら
う
か

? 

抑
h
暗
闇
算
期
聞
を
決
定
す
る
標
準
と
し
て
役
立
つ
も
の
は

何
で
あ
ら
う
か
?

」
れ
が
吾
々
の
最
後
の
問
題
で
あ
る
。

五

議
算
期
間
に
つ
き
、

と
の
調
査
に
て
明
か
に
せ
ら
れ
た
所
は

既
に
?
ツ
キ
ン
ゼ

4
の
設
け
る
所
と
結
果
に
於
て
は
一
致
し
て

ゐ
る
が
、
そ
の
決
定
僚
件
に
つ
い
て
は
稿
h

異
な
る
。
と
の
書
に

従
へ
ば
、
『
曾
計
年
度
の
影
響
を
除
け
ば
、
主
と
し
て
吠
の
ニ
要

素
に
依
存
し
て
ゐ
品
。
即
ち
一
円
販
買
高
の
諜
測
能
力
、
コ
販
賓

季
節
が
そ
れ
で
あ

L
o』
と
の
販
賓
の
方
面
に
重
駐
を
置
〈
鰍
に

National Industrial .Conrerence Board， ibid.. p. 18.，拙稿、企業重量算制度の米
闘に於ける現状、本誌、第三豆港第三披参照
ibid. t. 55-56.宵ほその他の要素として、(ー〉生産期間または原料の仕入
或は弓l取から完成品目版賓引渡主でに要する苧:~I時間、{二)金融期間、
〈三)曾計期聞が奉げbれてゐる。己れらにづいては既に遮ぺた所である。
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?
ツ
キ
ン
ゼ
イ
設
と
異
り
、

あ
ら
う
。
け
れ
左
も
と
町
れ
ら
の
結
に
つ
き
設
〈
所
を
見
る
に
、

於
て
、

一
段
の
進
歩
と
見
得
る
で

こ
れ
ら
の
要
素
が
積
極
的
に
議
算
期
間
を
決
定
す
る
所
以
を
明

か
に
し
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
は
、
五
回
々
の
論
ぜ
ん
と
す
る
問
題
を

問
題
と
し
て
ゐ
な
い
の
だ
か
ら
営
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

と

の

開
か
れ
た
る
道
を
突
き
進
め
る
と
何
庭
へ
行
く
で
あ
ら
う
か

7

先
づ
、
五
日
A

の
主
張
せ
ん
と
す
る
結
論
を
示
す
と
‘
企
業
か

背
骨
骨
時
ゆ
眠
育
資
骨
の
掛
問
附
し
円
一
位
ず
い
わ
岳
ト
ー
~
ト
下
か
か
と

ん

-

h

〉
/
守
一

-
h
J
'
3
0

L
ぷ

d
T
J
A
-
-〈

と
れ
は
側
め
て
ん
口
同
然
忙
し
一
で
ま
た
最
も
術
革

な
方
訟
で
あ
る
の
に
、
多
く
の
論
者
が
何
等
の
結
論
に
到
着
し

得
た
い
や
う
な
多
数
の
要
素
を
列
由
帯
し
て
ゐ
る
の
は
寧
ろ
不
問
。

議
で
あ
る
。
恐
ら
〈
、
問
題
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
な
い
た
め

で
は
な
か
ら
う
か
。
吾
舟
の
主
張
の
根
擦
は
、
交
の
如
く
で
あ

る。
若
し
議
測
能
力
が
無
限
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
経
替
の
要

求
に
感
じ
て
、
珠
算
期
間
も
無
限
に
長
ぐ
な
し
得
る
で
あ
ら

。

円
ノ

か
L

る
揚
合
に
は
、
晴
嵐
測
そ
の
も
の
が
従
っ
て
ま

い
な
、

た
珠
算
期
間
も
問
題
と
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
暗
闇
測
能
力
に
限

企
業
の
猿
算
期
間
に
つ
い
て

界
が
あ
り
、
偶
然
的
要
素
に
よ
っ
て
、
抽
出
測
が
甥
飢
さ
れ
る
か

ら
、
初
め
て
議
測
の
必
要
が
生
中
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
議
測

を
最
も
必
要
正
す
る
も
の
は
、
吾
々
の
意
志
の
支
配
外
に
あ
る

偶
然
性
の
も
の
で
あ
る
。
企
業
の
経
営
は
絶
え
A
Y
か
L
る
偶
然

的
要
素
に
脅
か
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

ζ

の
経
替
過
程
に
於
て
企
業

の
目
的
が
依
存
し
て
居
り
、
最
も
揖
変
化
に
官
み
、
且
つ
若
々
の

支
配
外
に
あ
る
も
の
は
恐
ら
ぐ
販
賓
で
あ
ら
う
。
企
業
目
的
の

賓
現
は
販
一
買
に
於
て
T

あ
り
、
凡
ゆ
る
経
倍
活
動
は
と
の
販
貰

F
-
l
j
J
 

ゅ
ん
ヨ
ド
仁
判

n
l
L

凡
ゆ
っ
引
過
程
は
版
賢
過
程
へ
の
一
品
程
に
外
な
p
ーっ

な
い
。
元
よ
り
、
経
替
は
販
賓
活
動
の
み
に
よ
っ
て
可
能
左
諜

で
は
な
い
。
経
管
各
部
の
協
調
と
協
働
と
は
如
何
友
る
場
合
に

も
必
要
で
あ
る
が
、
併
し
こ
れ
ら
の
関
連
に
於
て
販
寅
活
動
の

優
位
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
。
と
の
故
に
、
販
賓
の
議
想
に
基

い
て
他
の
諸
活
動
が
計
書
さ
れ
ね
ば
た
ら
泣
い
。
販
賓
の
抽
出
想

友
し
に
経
替
す
る
の
は
盲
目
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
強
算
制
度
に

於
て
も
、
凡
ゆ
る
抽
出
算
の
基
礎
を
な
し
、
ま
た
そ
の
出
愛
黙
を

な
す
も
の
は
、
販
買
の
譲
算
で
ι
な
け
れ
ば
た
ら
歩
、
ま
た
四
切
に

そ
う
で
あ
る
。
販
賓
議
算
が
決
定
す
る
と
き
、
こ
れ
と
の
閥
聯

第
三
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七
餐
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企
業
の
換
算
期
間
に
つ
い
て

に
於
て
他
の
強
算
が
確
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
抽
出

算
は
首
然
に
時
附
米
の
一
一
定
期
聞
に
つ
い
て
行
は
れ
ね
ば
左
ら
な

い
が
、
既
に
販
寅
殻
算
が
他
の
織
で
の
珠
算
の
基
礎
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
と
の
販
寅
珠
算
の
期
間
が
同
時
に
他
の
抽
出
算
の
期
間

位
決
定
し
、
か
く
し
て
そ
れ
が
企
業
の
珠
算
期
間
」
取
る
べ
き

と
と
は
極
め
て
見
日
却
を
む
理
で
あ
る
。
以

K
の
如
き
現
巾
か
と
っ
、

吾
々
は
販
賓
珠
算
の
期
聞
を
以
て
議
算
期
間
と
注
す
べ
き
こ
と

を
主
張
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
の
黙
に
つ
い
て
は
既
に
、

?
ツ
キ
ン
ゼ
イ
設
の
第
四
項
の
批
判
に
於
て
指
摘
し
た
所
で
あ

る
。
販
責
務
算
が
他
の
凡
で
の
珠
算
の
基
礎
で
る
る
こ
と
は
、

何
人
も
こ
れ
を
認
め
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
J

、
珠
算
期
間
の
問
題
と

と
の
事
責
を
忘
れ
て
殆
ん
ど
無
盆
友
項
目
を
列
拳
ず

る
の
は
全
く
不
可
解
で
あ
る
と
い
ふ
外
は
友
い
。

友
る
と
、

---，、

五
口
々
は
以
上
の
如
く
し
て
、
販
責
換
算
の
期
聞
を
以
て
珠
算

期
間
と
な
す
ぺ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
突
に
然
ら

ば
珠
算
期
間
の
長
さ
は
ど
れ
位
に
決
定
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
?

調
査
の
結
川
市
た
る
十
二
ナ
月
ま
た
は
六
ナ
月
が
果
し
て
遁
蛍
で

第
三
十
七
巻
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あ
ら
う
か
?

斉
点
は
と
れ
に
つ
い
て
は
肯
定
す
べ
き
で
あ
る

と
忠
ふ
。
然
ら
ぽ
、
そ
の
理
由
は
?

一
見
し
て
忠
ひ
っ
か
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
多
く
の
企
業
の

曾
計
年
度
が
一
年
或
比
六
ナ
月
で
あ
る
と
と
か
ら
推
し
て
、
こ

の
曾
計
年
度
の
長
さ
が
皐
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
寅
際

上
、
凡
?
?
、
，
e
h
)

』町三十ド
u
v
t

」
ま
う
こ
品
民
主
対
日
付
】
一

J
t
在
日

一
コ
'
i

一
-
t
k
ν
6
1
-ニ
H
Z
Z
E
-
-
z一
両
U
』

bu
辛

t
E与
制
且
，
同

n
H

し
て
ゐ
る
乙
と
も
考
へ
ら
れ
友
い
と
と
は
な
い
。

併
し
左
が

ら
、
前
に
述
べ
た
如
く
、
曾
計
期
間
と
議
算
期
間
と
は
異
友
る

要
求
か
ら
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
る
っ
て
、
雨
者
の
聞
に
は

一
致
す
べ
き
必
然
性
が
な
い
。
ま
た
事
賓
上
舎
計
年
度
が
珠
算

期
間
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
と
て
、

そ
れ
を
直
ち
に
遁

円
品
左
強
算
期
間
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
出
来
危
い
。

そ
の
理
論

的
根
擦
は
見
出
し
得
た
い
。
苦
h

が
一
ク
年
或
は
六
ナ
月
を
遁

首
た
橡
算
期
間
で
る
る
と
い
ふ
揚
合
に
は
、
結
果
に
於
て
は
舎

計
年
度
の
長
さ
と
一
致
し
ゃ
う
と
も
、
そ
の
理
由
は
全
く
異
左

る
の
で
あ
る
。

先
づ
、
企
業
の
強
算
期
間
を
決
定
ナ
ペ
き
販
頁
換
算
の
期
間

は
、
そ
の
期
間
に
つ
き
販
費
珠
算
を
行
ふ
こ
と
が
換
算
内
容
の



確
賓
性
を
最
も
よ
く
保
護
す
る
も
の
で
友
け
れ
ば
た
ら
友
い
乙

と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
而
し
て
、
こ
の
諌
算
期
間
決
定
の
第

一
要
件
が
預
測
能
力
如
何
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
左
い
。
併

し
、
か
h
h

る
能
力
は
具
韓
的
に
把
握
し
得
学
、
従
っ
て
と
れ
と

れ
の
能
力
に
は
こ
れ
だ
け
の
期
聞
が
適
切
で
あ
る
と
い
ふ
結
論

は
出
友
い
。
そ
れ
故
に
、
と
の
預
測
能
力
を
輿
へ
ら
れ
た
も
の

と
し
て
論
を
準
め
る
。

さ
で
然
ら
ば
、
販
費
換
算
従
っ
て
需
要

珠
測
の
総
賀
川
加
を
保
詮
し
得
る
期
聞
は
.
如
何
な
る
期
間
で
あ

-
2
7
H
F
'
 

3

u

d

J
ム‘

1
7
;
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の
動
揺
を
よ
く
平
均
し
中
和
し
得
る
期
間
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

蓋
し
、
徐
り
短
期
間
に
於
て
は
偶
然
的
事
情
に
よ
っ
て
議
算
に

偏
差
を
生
や
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
が
、
よ
り
長
期
間
に
於
て

は
そ
の
偏
差
は
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
短
期
間
印
ち
小
友
る
販
賓
度
数
及
び
販
賀
高
よ
り
も
、

よ
り
長
期
間
即
ち
よ
り
犬
友
る
販
賓
度
数
及
び
販
寅
高
に
ワ
き

強
測
が
行
は
れ
る
と
き
一
居
確
賓
で
る
る
と
い
ひ
得
る
か
ら
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
期
間
が
徐
り
長
過
ぎ
る
と
景
気
費
動
そ
の

他
の
影
響
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
諌
測
が
不
確
賓
と
な
る
践
が
あ

企
業
白
濠
算
期
聞
に
ヲ
い
て

る
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
・
次
の
如
く
い
ふ
と
と

が
出
来
る
。
需
要
の
動
揺
は
、
商
品
の
種
類
性
質
に
よ
り
、
得

意
先
の
階
級
如
何
及
び
多
少
に
よ
っ
て
異
友
る
で
あ
ら
う
が
、

と
の
動
揺
を
平
均
す
る
の
に
は
六
・
ク
月
ま
た
は
一
ナ
年
が
最
も

泡
営
で
あ
る
。
蓋
し
、
岡
氏
紅
済
自
身
が
一
年
の
周
期
を
も
っ

結
か
ら
も
、
ま
た
そ
の
中
に
季
節
的
鑓
動
を
含
む
勲
か
ら
も
、

と
の
期
間
に
つ
き
一
定
の
根
械
が
一
不
さ
れ
る
止
忠
ふ
。
『
商
家
の

抽
出
算
に
就
て
同
珠
算
期
聞
は
一
年
を
原
則
と
す
る
。
然
し
訟
が

-
フ
、
立
い
ミ
L
一

J
C
コ
偽
筏
主
F
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出
家
預
算
の
一
感
別
で
あ
る
・
と
は
い
へ
、

そ
の
抽
出
鉱
山
明
閉
ま
で
図
家

強
算
の
如
〈
一
年
と
せ
ね
ば
友
ら
ね
必
要
は
な
い
。
』
と
反
針
す

る
も
の
も
あ
ら
う
が
、
五
口
々
は
、

四
恩
に
岡
市
税
抽
出
算
が
一
年
だ
か

ら
と
い
ふ
理
由
か
ら
で
は
な
〈
、
上
述
の
模
様
か
ら
、
原
則
と

一
年
ま
た
は
六
ナ
月
の
珠
算
期
聞
が
合
現
的
で
あ
る
と
主
張
し

た
い
。
併
し
た
が
ら
、
原
則
は
あ
く
ま
で
原
別
で
あ
る
。
そ
れ

は
種
々
の
僚
件
に
基
い
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
傑
件
が

時
党
化
す
る
と
き
、

と
の
原
-
則
も
修
正
さ
れ
ね
ば
放
ら
友
い
。
だ

か
ら
、
賓
際
上
、
企
業
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
と
の
期
間
よ
り

第
三
十
七
巻

五
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阪
責
組
合
に
お
け
る
倶
絡
の
決
定
方
法

も
或
は
長
〈
、
或
は
短
〈
強
算
期
間
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

た
ほ
、
と
の
強
算
期
聞
に
つ
い
て
は
一
一
三
の
問
題
が
残
っ
て
ゐ

る
が
、
そ
れ
ら
は
後
日
に
譲
る
。


